
























































































































14好事不如無 ○ ①明心宝鑑②金剛随機無尽頌 · 浄心行善分








17過則勿憚改 ○ 論語 •学而
18好漢惜好漢猩猩惜猩猩 ○ 水滸伝



































































































































4３三十六計走為上計 ○ ①南斉書 · 王敬則伝②水滸伝
44作善降之百祥作不善降之百
殃 ○ 明心宝鑑


































54積善之家必有餘慶　 ● ● ①明心宝鑑②初刻拍案驚奇
55積不善之家必有餘殃 ● ● ①明心宝鑑②初刻拍案驚奇
56画虎画皮難画骨知人知面不
































































85成人不自在自在不成人 ● ● ①明心宝鑑②水滸伝




























































































































































































































訳し方 難易度 項目数 パーセント
ほぼ同じ ☆ ３5 24.65%
岡島冠山著『唐話纂要』の「常言」訳文に関する一考察（高橋） 15
俗語に変える ☆☆ 58 40.85%
加訳 ☆☆☆ 24 16.90%
全体的に変える ☆☆☆☆ 1３ 9.15%

















番号 原文 和訓 訳文

























































































































































































３ ５家醜不可外揚 家醜外ニ揚ヘカラス 家内ノ。アシキコトラハ。
外ニモラスナ





















9 19物悲其類 物ハ其ノ類ヲ悲ム 物ハ己カ類ヲ悲ム
10 27不怕官只怕管 官ヲ怕レス。只管ヲ怕ル 公儀ハ。コハクナクシテ。
支配スル人ガ。コハイト云
こと
11 28官無三日禁 官ニ三日ノ禁無シ。 公儀ノ三日法度ト云フ










































































































































































































































































































２ 17過則勿憚改 過ハ則改ルニ憚ル勿レ アヤマリアラハ惮ラズ改ム
へシ



















































































































































































































番号 原文 和訓 訳文
１ ３把官路當人情 官路ヲ把テ人情二當フ シフトノ物デ。アイムコ。
モテナスト云フこと














５ 20兎死狐悲　 兎ハ死ハ狐悲ム 頗ル上ト同シ意（物ハ己カ
類ヲ悲ム）
６ 25虎不食伏肉 虎伏肉ヲ不食セス 向フ顔ニ。矢タ、ズト云こ
と














































































































４ 22單絲難線孤掌不鳴 單絲線ニ難ク孤掌鳴カス 獨りニテハ。何事モ成就シ
ガタシト云こと
５ 2３如漆似膠 漆ノ如ク膠ニ似リ 中ノヨヒこと
６ 24如魚似水 魚ノ如ク水ニ似リ 中ノヨヒこと




























































３5 2３ ９ １ ４ ０ ２ ０ ３ ０ ８ ０
俗語に変
える　58 24 10 ２ 15 ３ ９ ０ ４ ３ 19 ３
加訳　24 14 ５ ０ ３ ０ ３ ０ ０ １ ６ ２
全体的に
変える1３ ２ １ ２ １ １ １ ２ １ ３ ２ １
本質12 ４ １ ２ ４ ０ ３ ０ ２ ０ ５ ０
　『明心宝鑑』は五つの訳し方が全部あり、また、「ほぼ同じ」項目が三分の
一ぐらいで、残りの三分の二は全て翻訳の難易度が高いほうである。また、
俗語や加訳で分かりやすくして、『明心宝鑑』の中の人生訓、真意、本質を
上手に伝えるように、工夫を凝らしていることが分かる。
　『水滸伝』になると、単独の出典は加訳以外の五つの訳し方が使われてお
り、重なりのほうはいずれもある。難易度の分布から見ると、やはり翻訳の
レベルの高さが伺える。
　『西遊記』をみてみると、単独のほうは難易度の高いほうで、重なりのほ
うはいずれもあるが、全体的な難易度の分布から見ると、やはり工夫を凝ら
していることが分かる。
　『三国志』になると、「ほぼ同じ」の３箇条以外に、残りの９箇条は全て工
夫が必要な訳し方である。三言二拍やその他も同じような傾向性が見られ
る。
５．むすびに
　「常言」の出典について、以前の研究の基礎の上に再考し、出典の結果に
関して更新した。また、「常言」の出現順に関しては、岡島冠山が出典作品、
30
文字数、容易さなど様々な観点から学習者に対し配慮して、学習を順調に進
めさせていることがわかる。次に、「常言」の訳し方については、以下の五
つの訳し方が使われていることが判明した。①和訓とほぼ同じ、即ち原文、
和訓と訳文が大体同じである。合計３5箇条見られる。②和訓の一部の言葉を
俗語に変える、この種類の訳の仕方が合計58箇条見られた。③和訓に俗語で
加訳、和訓のもとで更に俗語で訳を加えた仕方で、合計24箇条見られた。④
和訓を全体的に言い変える、即ち原文の言葉を殆ど変えて訳す方法で、1３箇
条あった。⑤本質を強調する訳し方で、全部で12箇条あった。その中で、①
３5箇条以外のほかの訳し方においては全て翻訳の工夫がなされており、この
ような訳し方が圧倒的に多いことが判明した。このことは、出典作品ごとに
分析しても同じような傾向があることが分かった。
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